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₁．はじめに

気候変動に関する政府間パネルの第
5 次評価報告書（IPCC，2013）によ
って，人間活動に伴う温室効果気体の
排出が 20 世紀後半以降に観測された
世界の平均気温の上昇傾向の支配的原
因である可能性が極めて高いことが指
摘された。このような状況のなか，社
会的にも将来の気候変動やその影響に
対する関心が高まりつつある。高校「地
理」の教科書でも「地球温暖化に伴う
さまざまな影響」が「酸性雨」や「オ
ゾン層破壊」などと並んで取り上げら
れることが多い。

一方，将来の気候変動や，その社会
的影響を正確に予測するためには，こ
れまで人類が経験した過去の気候変動
に関する知見が必要である。IPCC の
第 5 次評価報告書でも「古気候のアー
カイブ（記録・資料）からの情報」に
関する章が設けられている。近い将来
における気候変動の影響について考え
る際，過去数百年間の気候変動につい
て理解することは極めて重要である。
しかし，現在の高校「地理」教科書で

は，「過去の気候変動」については，
ほとんど扱われていない。過去数百年
間の気候変動は災害などのイベントを
通じて人間社会に多大な影響を及ぼし
たはずであり，その影響を正しく理解
するためには，地理学と歴史学双方の
知識が必要となる。

近年，歴史学の分野でも，災害史に
焦点を当てた研究が佐藤（2016）など
によって行われており，従来の学問分
野の枠組みを超えて，気候変動や気候
災害について理解を深めることの重要
性は高まっている。一方，自然地理学
の一分野である気候学では，江戸時代
の日記の天候記録から過去の気候を復
元する研究が行われてきた。このよう
な分野を歴史気候学という。本稿では，
高校「地理」のなかで「過去の気候と
歴史イベントとの関わり」を理解する
ための教材として，歴史気候学の研究
例を扱うことの有効性について論じた
い。

₂．�過去の気候を復元する意義

本節では，まず，過去の気候を復元
することの意義について論じる。イギ

特集①「歴史と地理をつなぐ 1」

歴史イベントと気候との関わりをどう教えるか
─歴史気候学からの視点

平野 淳平
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リスの気候学者であるラム（Lamb，
1995）は，1850 年代以前は，ヨーロ
ッパ域外では信頼性の高い気象観測資
料がほとんど得られないことを指摘し
ている。したがって，測器による観測
資料のみに依存する限り，19 世紀以
前の気候変動に関する知見は，主にヨ
ーロッパに限られたものとなる。日本
でも，公式気象観測が開始された時期
は 1870 年代であり，気象観測資料が
得られる期間は過去約 140 年間程度に
限られる。日本では，天明期（1780
年代）や天保期（1830︲44 年）に異常
気象が関連すると考えられる大飢饉が
発生しているが，気象観測記録からは
当時の気候の状態を知ることはできな
い。

それでは，ヨーロッパ以外の地域に
ついて，19 世紀以前の気候の状況を
解明することは可能であろうか。長期
間にわたって過去の気候変動を理解す
るために，樹木年輪，湖沼堆積物，文
書記録など，気象データに代わる代替
データを用いた気候復元が行われてい
る。

樹木には年輪があり，年輪の幅や密
度は，その木が生育している場所の毎
年の気候条件を反映する。例えば，年
輪幅が気温の影響を受けやすい地域で
は，温暖な年には年輪幅が広く，寒冷
な年には狭くなる。したがって，年輪
幅を測定することによって，過去の気
温を復元できる。湖の底には，河川に

よって運ばれた堆積物や，植物の花粉
などが堆積する。これらの堆積物の性
質や，花粉の種類は湖周辺における環
境変動を反映するので，湖沼堆積物は
過去の気候の指標として利用できるの
である。

文書記録は，樹木年輪や湖沼堆積物
とは異なり，人間が残した過去の災害
や天候に関する記録である。日本の場
合，江戸時代の古日記に書かれた天候
記録から気候を復元することが試みら
れてきた。日記に書かれた天候記録は，
数値データである気象観測資料と異な
り ，「快晴，晴，曇，雨，雪」など天
気を定性的に表した内容であるが，時
間分解能が日単位であるという他の代
替データにはない長所がある。さらに，
江戸時代には全国各地で多数の日記が
書かれていたので，これらを集めるこ
とによって，日単位で天候空間分布図
を復元することが可能である。天候の
空間分布からは，日本周辺の気圧配置
パターンを推定することができる

（Hirano and Mikami, 2008）。 ま た，
夏や冬の平均気温（Mikami, 1996; 平
野ほか，2013）など気象要素を日記天
候記録から推定することも試みられて
いる。

このように，日記天候記録は過去の
気候を客観的に復元するうえで，貴重
な資料である。日記など古文書史料は，
歴史学で過去の社会や経済の状況を分
析するために用いられるが，気候学の
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11歴史イベントと気候との関わりをどう教えるか

ような自然科学の分野でも活用されて
いることを強調したい。日記天候記録
を用いた気候復元の結果について解釈
するためには，まず，復元結果がどの
ような方法によって得られたものであ
るかを理解する必要がある。次節では，
日記天候記録にもとづく気候復元の具
体例を挙げて，復元方法の特徴につい
て論じる。

₃．�古日記天候記録による気候復元の
例

日記天候記録から気候を復元する場
合，日記に書かれた雪，雨，晴などの
天気や風向変化などに関する記述をそ
のまま活用するという方法がある。例
えば，強い台風が日本に上陸した場合

の台風経路推定などがこれに該当する。
また，これとは別のアプローチとして，
一定の期間（月・季節）について天候
の出現日数を集計したうえで，統計的
手法をもとに気温など気象要素を推定
するという方法がある。このうち，前
者の方法は，台風など比較的短期間に
生起する気象イベントの復元に用いら
れる。
図 1は，1856 年 9 月 23 日から 9 月

24 日（安政 3 年 8 月 25 日から 26 日）
に江戸湾で高潮被害を発生させた「安
政江戸台風」の経路を日記天候記録か
ら推定した結果である。日記天候記録
から台風経路を推定する際，日記に書
かれた風向変化や大雨の記述が役に立
つ。ある地点の西側または北側を台風

 

   
  

図１ 古日記天候記録をもとに推定した「安政江戸台風」の推定経路図 
図中の矢印は台風の推定経路を示す。
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12 特集①﹁歴史と地理をつなぐ 1 ﹂

が通過する場合，その地点の風向は「東
→南→西」と変化する。一方，台風が
ある地点の東側や南側を通過する場合，
その地点の風向は，「東→北→西」と
変化する。したがって，日記に風向が
記録されていれば，台風が通過した経
路を推定することができる。

伊豆の下田における『ハリス日本滞
在記』1）によると，下田の風向は，東
南東→南南東→南南西→西北西と変化
した（表 1）。このことから，台風は，
下田より西側を通過したと推定できる。
坂崎ほか（2015）は，高潮記録から台
風は伊豆半島東側を北上したと推定し
ているが，上記のハリスの記録からは，
下田よりも西側を北上したと考えられ
る。また，上陸後は，横浜の『関口日
記』2）や東京都立川市の『鈴木平九郎

公私日記』3）に強い南風や東風が吹い
たことを示す記述がある。他にも，江
戸では強い南風が吹いたことを示す記
録が多数存在する。

一方，群馬県玉村町における『三右
衛門日記』4）には，台風通過時に風向
が丑寅（北東）→北風へと変化したこ
とが記されている。これらのことから
台風は，図 1に示すように，江戸と
玉村町の間の埼玉県中部付近を北東へ
進んだものと推定できる。この際， 台
風進路の南東側に位置する江戸湾では，
気圧低下に伴って海面が持ち上げられ
る「吸い上げ効果」と，強い南風によ
って海水が吹き寄せられる「吹き寄せ
効果」が相まって高潮が発生したと推
定される。この「安政江戸台風」のよ
うに，気象現象と被害との対応関係が

表 1 「安政江戸台風」襲来前後の各地の風向変化 
1856年9月23日―9月24日（安政 3 年 8 月 25 日− 8 月 26 日）

矢印は風向の変化を示す。

 

9 月 23 日 9 月 24 日
ハリス日本滞在記
下田

東南東→激しい颱風→
南南東の風→南南西の
風→西北西の風

関口日記
横浜

亥ノ刻前より大嵐
東風→巽風（南東風） 晴天

鈴木平九郎公私日記
立川

夜ニ入冷気を暖ク返し
南風出、夜四ツ時より
大雨降る

（昨夜）昨夜ニ入東風吹
出し→西ニ返し追々和
らき候

三右衛門日記
玉村町 フル

（昨夜）大嵐丑寅（北東
風）→夜七ツ頃カ北風
ニ成る
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13歴史イベントと気候との関わりをどう教えるか

明確である場合は，自然現象が社会に
及ぼした被害・影響を考察しやすい。
台風経路の推定では，日記に書かれた
風向などの記述をそのまま活用できる
ので，復元方法は理解しやすい。さら
に，台風経路の推定は，広範囲の天候
や風の時空間変動を考慮して行われる
ため，気候復元における地理的アプロ
ーチの有効性を示す事例として授業で
紹介することも可能であろう。

次に，気温など気象要素を復元した
研究例について紹介する。平野ほか

（2013）は，山形県川西町の肝
きも

煎
いり

（庄屋）
の日記である『竹田源右衛門日記』の
天候記録から 1830 年以降の 7 月の気
温変動を復元した。この研究では，ま
ず，観測時代（1889 − 1980 年）につ

いて，『竹田源右衛門日記』に書かれ
た 7 月の晴天日数と月平均日最高気温
の関係を調べた。その結果，晴天日が
多い年ほど気温が高くなるという関係

（図 2）が認められた。晴天日数と気
温との間に成り立つ関係式を過去に適
用することによって，1830 年以降の
気温変動が復元されている。

気温推定値のグラフ（図 3）には，
天保期（1830 − 44 年）が，1840 年代
後半や 1850 年代よりも寒冷であった
ことが示されている。天保期の寒冷な
気候は，飢饉発生とどのように関連し
ているのであろうか。このような問題
意識を持つことは，「気候と歴史イベ
ントの関わり」について理解するうえ
で重要である。

 

  

図 2 山形県川西町の『竹田源右衛門日記』における 7月晴天日数と山形におけ
る 7月平均日最高気温との関係 1889－ 1980年（平野ほか，2013）
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�

の負相関（降雪率が多い年ほど冬季気
温が低い）に着目した方法である。日
記から降雪率を算出し，降雪率をもと
に冬季気温を推定することが試みられ
てきた（平野ほか，2012 など）。

気温など気象要素の復元結果を理解
するためには，復元に用いる手法と，
その手法が成り立つ理由について気候
学的な知識が必要である。また，気温
復元方法の限界として，春と秋につい
ては，天候と気温との相関が低く，天
候から気温を推定できないことに留意
する必要がある。春や秋の気温を復元
するためには，サクラの開花記録（Ao 
no and Kazui, 2008）やカエデの紅葉
記録（青野・谷，2014）など古文書に
書かれた天気以外の記録を用いる必要
がある。

歴史気候学の研究例を授業で紹介す

図 3のような気象要素の復元結果
を解釈する場合，留意するべきことに
ついて以下に述べる。まず，復元方法
を理解するためには，7 月に晴天日が
多い年ほど気温が高くなる理由を説明
する必要がある。7 月の場合，梅雨明
けの遅速によって天候の状態は大きく
異なる。梅雨明けが早い年は，発達し
た太平洋高気圧の影響を受けるため，
晴天日が多く，気温も高い。一方，梅
雨明けが遅い年には，梅雨前線活動の
影響によって，曇天や雨天日が多く，
寒冷な状態が続く。その結果，晴天日
数が多いほど気温が高いという関係

（図 2）が成り立つのである。
冬季気温の推定には，降雪率（冬季

の総降水日数に対する降雪日数の割
合）が用いられる場合が多い。これは，
観測時代における降雪率と冬季気温と

図 3 山形県川西町の『竹田源右衛門日記』から推定した 7月平均日最高気温の変動（平
野ほか，2013 を一部改変）図中破線は 1981－ 2010年の平均気温を示す。
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15歴史イベントと気候との関わりをどう教えるか

る場合，上記のような各復元方法の特
徴と，その限界について解説すること
が必要であろう。また，分布図やグラ
フとして示された復元結果については，
図の読み方を含めて，復元結果から理
解できることを解説する必要がある。
これらの手順を踏めば，歴史気候学の
成果は「過去の気候と歴史イベントと
の関わり」について理解するための有
効な教材として活用できるであろう。
教育現場で歴史気候学について紹介す
るためには，古日記天候記録をはじめ
とする歴史気候資料が一般にアクセス
しやすい形で公開されていることが望
ましい。次節では，歴史気候資料の保
存・公開の必要性について論じる。

₄．�歴史気候資料の保存・公開の必要
性

本節では，歴史気候資料の保存・公
開に向けた取り組みの現状と課題につ
いて述べる。吉村（2007，2013）は，
古日記に書かれた天候記録をデータベ
ース化した「歴史天候データベース」
を作成し，その一部を公開している 5）。
このデータベースでは，日付を指定し
て天気地図を検索することができる。
教育現場では，生徒に風水害などのイ
ベントが発生した日の天気地図を検索
させて，天気分布からその日の気圧配
置パターンを推定させるという活用例
が考えられる。

一方，福眞（2010，2014）は，弘前

藩の公的日記である『弘前藩庁日記』
（1661年〈寛文元年〉から1867 年〈慶応

3 年〉）のなかから天候・季節現象・自
然災害等の記述を抽出し，MS-Excel
と PDF 形式でデータベースを作成し
た。データベースには，天気だけでは
なく，災害による死者数，火災による
焼失軒数などが可能な限り定量的に記
載されている。このデータベースは，
過去の気候災害とそれに対する社会応
答について理解を深めるための教材と
して教育現場で活用することが可能で
ある。

今後，一般的に扱いやすい MS-Exc 
el などの形式でさらに資料の電子化を
進めれば，教育現場で歴史気候データ
を活用することが容易になるであろう。
日本各地に残されている膨大な量の歴
史気候資料も，紙媒体のままでは，い
ずれ劣化や散逸によって失われる可能
性が高い。歴史気候資料の保存・公開
に向けた取り組みを加速させることは，
歴史気候学を専門とする研究者に課せ
られた課題である。

₅．�おわりに

現在，高校「地理」の授業で，「歴
史時代の気候変動」や「歴史気候学」
が扱われる機会はほとんどない。一方，
「自然環境と人間活動の関わり」につ
いて学ぶことは地理学の重要なテーマ
である。その場合，上記のような歴史
気候学の研究事例は，良い教材になる

 
   

 

歴史と地理708：地理の研究197号　2017年10月



16 特集①﹁歴史と地理をつなぐ 1 ﹂

可能性が高い。多地点で得られる古日
記天候記録は，樹木年輪など他のデー
タと比べて空間分解能が高く，過去の
気候を空間的（地理的）に理解する上
で重要な資料である。また，古日記天
候記録から気候を復元することによっ
て，台風など自然現象が社会へ及ぼし
た影響を評価・分析することが可能に
なる。

現在，日本では，気象観測データの
解析やコンピュータを用いた気候モデ
ルによる温暖化予測が気候変動研究の
主流となっており，歴史気候学を専門
とする研究者は極めて少ない。地理学
のなかでも歴史気候学に対する認知度
は高くない。教育の場で歴史気候学の
重要性について理解が深まれば，長期
的には， 気候モデルによる将来予測に
偏重した現在の気候変動研究の流れを
変えていくことも可能であろう。また，
環境史や災害史など学際的な研究分野
の発展にも寄与することができると考
えられる。
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